平成28年度　柏崎高等学校
[bookmark: _GoBack]ＳＳＨ課題研究英語発表会　実施要項

１．日　 時　　平成28年 7月 6日（水）

２．会　 場　　柏崎市市民プラザ　波のホール
  　　　　　　　〒945-0051 新潟県柏崎市東本町一丁目3番24号	TEL:0257-20-7500
３．日　 程
13：00 ～ 13：30	受付
13：30 ～ 13：35	開会の挨拶　　新潟県立柏崎高等学校長
13：35 ～ 13：40　 	来賓紹介／連絡・説明
13：40 ～ 15：30　	発表〔各発表：7分, 質疑応答：4分〕












15：30 ～ 15：40　	講評　　　　　ＪＳＴ(科学技術振興機構)　
　　　　　　　　　　　　　　　　　運営指導委員代表
15：40           　	閉会の挨拶　  新潟県立柏崎高等学校教頭
15：50 ～ 16：40　 第1回運営指導委員会（風の部屋）

４．内　容　柏崎高校理数コース3学年生徒が2学年次に研究し本年2月3日に発表した研究結果を英語で発表し、英語で質疑応答を行う。

５．参加者　柏崎高校理数コース生徒(1,2,3年)
       　　 教職員、保護者、同窓会役員等、ＳＳＨ運営指導委員、一般参加者
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分野 発表テーマ

1

物理 歩行運動から電気をつくる

2

物理 液体による摩擦係数の変化

3

物理

粒径の異なる

2

種類の粒子の混合比の違いによる液状化の比較

～模擬液状化実験～

4

化学 竹炭の利用

5

化学 色素増感太陽電池

6

化学 人工ルビーの合成

7

生物 ブルーギルの食性

8

生物 用水路における淡水性二枚貝の生息状況

9

数学 インフルエンザ感染のシミュレーション

休憩
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		2015年度 SSⅡ 課題研究中間発表会　準備進捗状況チュウカンハッピョウカイジュンビシンチョクジョウキョウ



		順番		発表内容		研究グループ		分野		担当タントウ		中間発表会の準備状況チュウカンハッピョウカイジュンビジョウキョウ

		1		液体による摩擦係数の変化		岡嶋　　出・茂野　　睦・松野　克哉		物理		長澤・林ナガサワハヤシ

		2		竹炭の利用		成田　　潤・宮　　太陽・矢部　和紀		化学		林・井部ハヤシイベ

		3		ブルーギルの食性		木村　泰仁・武田　匠平・布施　　航		生物		小林・馬場コバヤシババ

		4		歩行運動から電気をつくる		田村　雄斗・横田　裕海		物理		長澤・林ナガサワハヤシ

		5		粒径の違いによる液状化
～模擬液状化実験～		河内　悠希・近藤　　楓・布施　新葉		物理		東條トウジョウ

		6		色素増感太陽電池		品田　大樹・鈴村　優太・関川　史記		化学		佐藤サトウ

		7		タイリクバラタナゴ VS キタノアカヒレタビラ
母貝を奪えるのはどっちか？（仮）カリ		阿部　晃洋・松井　大輝		生物		吉田・細井ヨシダホソイ

		8		Production of the Artificial ruby		五十嵐由樹・金塚　亮太・萩野　斗耶		化学		石田イシダ

		9		新潟県柏崎・上越における
淡水二枚貝類の生息状況		青山　春花・元井　那柚		生物		吉田・細井ヨシダホソイ

		10		Infection model of influenza		小林　成海・立脇　　薫・中村　勇舞		数学		羽二生ハネ

		11		暗号の作成		大矢　耕平・前澤　拓人		数学		羽二生ハネ





発表会テーマ一覧

		2015年度 SSⅡ 課題研究のテーマ

		No		発表内容		研究グループ		分野		担当タントウ

		1		Infection model of influenza		小林　成海・立脇　　薫・中村　勇舞・大矢　耕平		数学		羽二生ハネ

		2		液体による摩擦係数の変化		岡嶋　　出・茂野　　睦・松野　克哉		物理		長澤・林ナガサワハヤシ

		3		歩行運動から電気をつくる		田村　雄斗・横田　裕海		物理		長澤・林ナガサワハヤシ

		4		粒径の違いによる液状化
～模擬液状化実験～		河内　悠希・近藤　　楓・布施　新葉		物理		東條トウジョウ

		5		竹炭の利用		成田　　潤・宮　　太陽・矢部　和紀		化学		林・井部ハヤシイベ

		6		色素増感太陽電池		品田　大樹・鈴村　優太・関川　史記		化学		佐藤サトウ

		7		Production of the Artificial ruby		五十嵐由樹・金塚　亮太・萩野　斗耶		化学		石田イシダ

		8		ブルーギルの食性		木村　泰仁・武田　匠平・布施　　航		生物		馬場オババ

		9		用水路における
淡水性二枚貝の生息状況ヨウスイロセイニマイガイ		青山　春花・阿部　晃洋・松井　大輝・元井　那柚		生物		吉田・細井ヨシダホソイ

		11		暗号の作成		・前澤　拓人		数学		羽二生ハネ





タイムテーブル

				No		分野ブンヤ		発表テーマハッピョウ		開始カイシ		終了シュウリョウ		0:12

				1		数学スウガク		Infection model of influenza(日本語発表)ニホンゴハッピョウ		13:00		13:12

				2		物理ブツリ		液体による摩擦係数の変化		13:12		13:24

				3		物理ブツリ		歩行運動から電気をつくる		13:24		13:36

				4		物理ブツリ		粒径の異なる2種類の粒子の
混合比の違いによる液状化の比較
～模擬液状化実験～コトシュルイリュウシコンゴウヒヒカク		13:36		13:48

				5		化学カガク		竹炭の利用		13:48		14:00

				休憩キュウケイ						14:00		14:10		0:10

				6		化学カガク		色素増感太陽電池		14:10		14:22

		　　　・上記の観点から、良かったと思う発表を3つ選んでください。		7		化学カガク		Production of the Artificial ruby(日本語発表)		14:22		14:34

				8		生物セイブツ		ブルーギルの食性		14:34		14:46

				9		生物セイブツ		用水路における淡水性二枚貝の生息状況ヨウスイロセイニマイガイ		14:46		14:58

				10		韓国研修報告カンコクケンシュウホウコク				14:58		15:06		0:08





要項用テーマ一覧

				No		分野ブンヤ		発表テーマハッピョウ

				1		物理ブツリ		歩行運動から電気をつくる

				2		物理ブツリ		液体による摩擦係数の変化

				3		物理ブツリ		粒径の異なる2種類の粒子の混合比の違いによる液状化の比較
～模擬液状化実験～コトシュルイリュウシコンゴウヒヒカク

				4		化学カガク		竹炭の利用

				5		化学カガク		色素増感太陽電池

				休憩キュウケイ

				6		化学カガク		人工ルビーの合成ジンコウゴウセイ

		　　　・上記の観点から、良かったと思う発表を3つ選んでください。		7		生物セイブツ		ブルーギルの食性

				8		生物セイブツ		用水路における淡水性二枚貝の生息状況ヨウスイロセイニマイガイ

				9		数学スウガク		インフルエンザ感染のシミュレーションカンセン





要項用テーマ一覧 (2)

				No		分野ブンヤ		発表テーマハッピョウ

				1		数学スウガク		Infection model of influenza(日本語発表)ニホンゴハッピョウ

				2		物理ブツリ		液体による摩擦係数の変化

				3		物理ブツリ		歩行運動から電気をつくる

				4		物理ブツリ		粒径の異なる2種類の粒子の混合比の違いによる液状化の比較
～模擬液状化実験～コトシュルイリュウシコンゴウヒヒカク

				5		化学カガク		竹炭の利用

								休憩

				6		化学カガク		色素増感太陽電池

		　　　・上記の観点から、良かったと思う発表を3つ選んでください。		7		化学カガク		Production of the Artificial ruby(日本語発表)

				8		生物セイブツ		ブルーギルの食性

				9		生物セイブツ		用水路における淡水性二枚貝の生息状況ヨウスイロセイニマイガイ





発表順_担当者一覧

				2015年度 SSⅡ 課題研究のテーマ



				順番		分野		発表内容		研究グループ		研究
担当者ケンキュウタントウシャ		プレゼン部
担当者ブタントウシャ

				1		物理		歩行運動から電気をつくる		田村　雄斗・横田　裕海		長澤ナガサワ

				2		物理		液体による摩擦係数の変化		岡嶋　　出・茂野　　睦・松野　克哉		長澤ナガサワ

				3		物理		粒径の異なる2種類の粒子の混合比の違いによる液状化の比較
～模擬液状化実験～		河内　悠希・近藤　　楓・布施　新葉		東條トウジョウ

				4		化学		竹炭の利用		成田　　潤・宮　　太陽・矢部　和紀		林・井部ハヤシイベ

				5		化学		色素増感太陽電池		品田　大樹・鈴村　優太・関川　史記		佐藤サトウ

				6		化学		人工ルビーの合成ジンコウゴウセイ		五十嵐由樹・金塚　亮太・萩野　斗耶		石田イシダ

				7		生物		ブルーギルの食性		木村　泰仁・武田　匠平・布施　　航		馬場オババ

				8		生物		用水路における淡水性二枚貝の生息状況		阿部　晃洋・松井　大輝・青山　春花・元井　那柚		吉田・細井ヨシダホソイ

				9		数学		Infection model of influenza		小林　成海・立脇　　薫・中村　勇舞・大矢　耕平		羽二生ハネ
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